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講義動画字幕システムから見る専門科目における語彙の使用実態
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要旨：本研究では、講義動画字幕システムの文字化データを利用し、工学系の専門科目で

使用される（専門）語彙の使用実態を明らかにした。具体的には、7 つの講義を調査対象

とし、各講義における講義回間の名詞の重複率及び特定の学科の履修順に応じた科目間の

名詞の重複率を調査した。その結果、（1）講義の初回から 3 回目まで（級外の語におい

ては 5 回目まで）に該当講義の全語彙の半数が出現すること、（2）学科の履修順で見る

と、先行する科目で使われた語彙が後続する科目の使用語彙の 4 割（級外の語では 3 割）

を占めていることが分かった。また、調査結果の語彙学習への応用、留学生の専門語彙理

解力についても言及し、本調査の活用方法を示した。
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1. はじめに

留学生が専門科目を受講する際の困難点の一つは（専門）語彙の理解である。分野毎に

特徴的な語（松田 2016、小宮 2022 等）や日本語学術共通語彙（松下 2011）の選定はか

なりの程度進んでいるが、理工系一つとってもその分野的広がりは大きく、それぞれの分

野での語彙の重なりが期待しにくいことが指摘されている（松田 2016）。よって、実際

の専門科目毎に使われる語彙が大きく異なることが予想される。しかし、実際の専門科目

毎の大規模データは少なく、そこでの語彙使用の実態は未だ不明なことが多い。そこで本

研究では、講義動画字幕システム（本多 2022）の工学系授業の文字化データを用いて科

目毎の語彙の使用実態を調査し、一科目の講義回間と科目間の語彙の重複を明らかにする。

その上で、自律学習を促す手段としての語彙リストの作成及びある留学生の特定の専門科

目で使用される語彙理解状況について簡単に述べる。

2. 講義動画字幕システムによる文字化データ

本研究では実際の専門科目の文字化データを用いる。これは、京都大学工学部が構築・

試行した「自動音声認識・機械翻訳字幕システム」から抽出したものである。このシステ

ムの概要を本多（2022）に従い確認すると、次の通りである。まず基本的に、1、2 回生

向けの専門科目の中でも特に必須度が高い講義が選定され、オンラインミーティングアプ
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リである Zoom 上で録画される。その録画に対し、自動音声認識を用いた日本語字幕が付

される。日本語字幕は人間の手作業で修正され、機械翻訳システムにより英語字幕が付さ

れ、最終的に講義動画とともに主に日本語能力が十分でない学生に公開される。

本システムから得られた文字化データの特徴は、（1）科目毎の講義データを大量に得

られるという点、（2）講義回毎のデータが揃っているため講義の時間的流れに即した語

彙の使用実態を見られるという点にある。本システムの対象とする分野と似たデータとし

て「理工学系話し言葉コーパス（伊藤他 2013）」があるが、これはゼミ内での発話デー

タであり、そうした類似のデータとは異なった知見を得ることが可能である。

3. 専門講義で使用される語彙の実態と考察

講義動画字幕システムで動画化された科目のうち、本研究では留学生が所属する学科で

必須度の高い 7 科目の文字化データを利用した（表 1）。データの分析には KH Coder

3.Beta.04（樋口 2020）を用いた。全抽出語彙のうち、内容語である名詞（各科目の全講

義で 3 回以上出現したものに限る）を抽出し、分析対象とした。なお、複合語は予め

Term Extract で抽出した上で、専門教員が専門的な見地から取捨選択し、明らかに複合名

詞とは認められないもの等は取り除いた。抽出した語彙は初めて使われた講義回に割り当

て、「日本語読解学習支援システムリーディング チュウ太」を用いて語彙の難易度別に

分類し、各講義回でレベル毎に整理した。

表 1：科目情報、異なり語数及び出現上位の語彙

科目名（全講義回数） 学科・学年・開講学期 異なり語数 出現数上位 5 語

電気回路基礎論（14） 電気電子工学科・1・前 552 皆さん、回路、電流、電圧、意味

電気電子回路（14） 電気電子工学科・2・後 581 電圧、電流、回路、部分、電圧源

電気電子計測（13） 電気電子工学科・2・後 859 ノイズ、波数、電流、信号、部分

計算機工学（14） 電気電子工学科・2・後 600 命令、計算、レジスタ、人、数

アルゴリズムとデータ構造入門（13） 情報学科・1・後 544 アルゴリズム、頂点、解、感じ、データ

計算機の構成（14） 情報学科・2・後 438 命令、レジスタ、計算、次、コンピュータ

有機化学 I（創成化学）（14） 工業化学科・2・後 508 教科書、構造、一緒、還元、臭素

以下の図 1 は講義回毎に語彙の出現数累計をまとめたもの、図 2 は図 1 の情報を級外の

語彙に限ってまとめたものである。図 3 は、電気電子工学科における科目について、履修

順が先の科目と後の科目の語彙の重なりを示すものである。

本結果から次のことが分かる。（1）全ての科目で初回から 3 回目までに当該科目の全

異なり語数の半数が出現する。（2）専門語彙を多く含む級外の語も 5 回目までに全体の

半数が出現する。（3）電気電子工学科に着目すると、後に受講する科目の語彙の 38-45%

が、事前に受講すべき科目で出現済みである。級外の語でも 25-34%が既出である。した
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がって、専門語彙の事前知識（表記を含む）が学習動機を高める（五味 1996、阿久澤他

2021）ことを考慮すると、当該科目で用いられる語彙は、3 回目（専門語彙においては 5

回目）までに学習しておくことが望ましいと言える。また、基礎科目での語彙をおさえる

ことで、発展科目履修時の語彙学習の負担が減ることが予想される。こうした語彙の使用

状況に関する情報を留学生に提供することが彼らのレディネスに資すると思われる。

図 1：各回までの語彙の出現数割合 図 2：各回までの級外の語彙の出現数割合

図 3：電気電子工学科における科目毎の語彙の重なり

4. 語彙リストとしての活用と留学生専門語彙力予備調査

日本語教育から専門科目へ丁寧な橋渡しをすると、留学生の自律学習を妨げる可能性が
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あるので、そうならないよう努力する必要性がある（阿久澤他 2021、2022）。本研究で

は、上記抽出語彙を難易度別・講義回数別に語彙リスト化し、各語彙の音声ファイルと合

わせて事前に留学生に配付し、聞き取り能力を含めた自律学習を促す手段として活用した。

さらに、留学生の専門語彙力予備調査として、ある留学生（英語が堪能。大学で 1 年半

日本語を学習済み。講義動画システムを利用して当該科目の履修に備えている。本留学生

の受け入れプログラムの詳細は佐々木・河合 2019 を参照）の特定の専門科目（電気回路

基礎論）で使用される語彙理解状況を調査した。調査は上記語彙リスト（音声ファイルは

除く）を用い、全ての語彙に対し理解度を 3 段階で評価してもらった（「1 このことばは

全然分からない」「2 このことばはなんとなく分かる」「3 このことばは分かる。よく知って

いる」）。その結果、1 と判断された語彙は全体の 9%、2 と判断された語彙は 6%であり、

概ね専門語彙を把握していることが分かった。全体的な傾向として、1 と判断された語彙

には数学用語が、2 と判断された語彙には電気関連の語彙が多い傾向が見て取れた。また、

カタカナ語においては全カタカナ語の 4%が 1 または 2 と判定されており、カタカナ語の

理解には困難が少ないと見受けられる。いずれにせよ、今後の継続的な検証が必須である。

5. おわりに

本研究では、講義動画字幕システムの文字化データに基づき、講義回間と科目間の重複

率という観点から専門語彙の使用実態を見た。今後もさらなる調査を続けるとともに、留

学生への聞き取り調査などにより語彙学習の有効性を検討する必要がある。
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